
収入額 97.3億円 支出額 92.3億円

水道料金
83.5億円 受水費

57.2億円
(※2)

収益的収入 収益的支出
120.0億円

100.0億円

80.0億円

60.0億円

40.0億円

20.0億円

0.0億円

職員
給与費
9.1億円

減価
償却費
（※3）
10.9億円

その他
15.1億円

その他
9.9億円

長期
前受金
戻入
（※1）
3.9億円

 純利益（税抜） 3.0億円

収入額 8億円 支出額 35.5億円

内部留保資金
27.5億円

建設改良費
22.3億円

投資有価証券
12.0億円

資本的収入 資本的支出
40.0億円
35.0億円
30.0億円
25.0億円
20.0億円
15.0億円
10.0億円
5.0億円
0.0億円

企業債
償還金
1.1億円

その他
0.1億円

その他
0.2億円

補助金
1.1億円

他会計
貸付金
償還金
6.7億円

収入額 59.7億円 支出額 57.7億円

下水道使用料
40.5億円 負担金

23.1億円
(※4)

収益的収入
収益的支出

60.0億円

50.0億円

40.0億円

30.0億円

20.0億円

10.0億円

0.0億円

職員
給与費
4.7億円

減価
償却費
（※3）
18.4億円

支払利息
1.5億円

その他
10.0億円

その他
4.4億円

長期
前受金
戻入

8.8億円
（※1）

雨水処理
負担金
6.0億円

純利益（税抜） 1.2億円

収入額 14.3億円 支出額 33.7億円

内部留保資金
19.4億円

企業債償還金
8.6億円

建設改良費
18.0億円

資本的収入 資本的支出
35.0億円
30.0億円
25.0億円
20.0億円
15.0億円
10.0億円
5.0億円
0.0億円

その他
7.1億円

補助金
5.3億円

企業債
7.0億円

その他
2.0億円
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 上下水道の  維持管理に  ご協力を！
【お問い合わせ】企画経営課　TEL：941-7803　FAX：941-7821

　令和8年度の水道事業は、17万1,800戸へ年間3,830万㎥（1日平均10
万5千㎥）の水の供給を予定しています。また、耐用年数を経過した管路の
更新等を行い、災害に強い水道施設を整備する予算として22億3千万円を
計上しています。

　水道事業は、利用者のみなさまからお支払いいただいた水道料金で運営
されています。
　この水道料金は、浄水の購入費、水道施設の維持管理経費、職員給与費
等の費用に使われています。また、減価償却費等の現金の支出を伴わない
費用や純利益を施設整備費用の財源として留保しています。

※1 長期前受金戻入………
※2 受水費…………………
※3 減価償却費……………
※4 負担金…………………

償却資産の取得・改良のために受けた補助金等の収益化分（非現金収入）
沖縄県企業局へ支払う浄水の購入費
施設の価値減少分
沖縄県の下水道施設使用に伴う費用等（主に流域下水道維持管理負担金など）

用語の説明

主な事業

※事業を運営するための財源と経費

令和8年度予算のあらまし

　豊見城配水池は昭和49年3月に竣
工し、経年による老朽化が進んでいた
ため、配水池の耐震化を図る建替工事
を進めています。
【構造形式】PC 構造
(プレストレストコンクリート製 2池）
【容量】4,800㎥
（１池目2,100㎥：令和５年完成、２池目2,700㎥：現在建替工事中）
【今年度工事概要】 配水池上部工事

豊見城配水池の建替えについて イメージ図

収益的収支（税込）
※事業を運営するための財源と経費収益的収支（税込）

　水道施設を整備するために必要な経費及び企業債償還金と財源などを計
上しています。
※27.5億円は、純利益や減価償却費等の非現金支出により積み立てられた
　内部留保資金で補てんされます。

※施設を新設・更新するための財源と経費資本的収支（税込）

●豊見城配水池建設工事
●豊見城ポンプ場更新工事
●管路の耐震化工事

主な建設改良工事

主な収益
水道料金
長期前受金戻入(※1)

83.5億円
3.9億円

主な費用
受水費(※2)
減価償却費(※3)

57.2億円
10.9億円

【水道事業】
　令和8年度の下水道事業は、16万4,400戸から排出される汚水3,529万
㎥（1日平均9万7千㎥）の処理を予定しています。また、浸水対策等下水道
施設を整備する予算として18億円を計上しています。

　下水道施設の耐震化を目的として、牧志３丁目地区において汚水管渠の
地震対策工事を進めていきます。
【今年度工事概要】 （汚水）牧志地内地震対策工事

　汚水処理事業及び再生水利用下水道事業は、基本的に利用者のみなさま
からお支払いいただいた使用料等で運営されており、雨水処理事業は、一般
会計からの負担金で運営されています。
　これらの収入は、流域下水道維持管理負担金(※4)、下水道施設の維持管
理経費、職員給与費等の費用に使われています。また、減価償却費等の現金
の支出を伴わない費用や純利益を企業債償還金の財源として留保しています。

主な事業
牧志地内地震対策工事について

　下水道施設を整備するために必要な経費及び企業債償還金と財源を計上
しています。
※19.4億円は、純利益や減価償却費等の非現金支出により積み立てられた
　内部留保資金で補てんされます。

※施設を新設・更新するための財源と経費資本的収支（税込）

●（汚水）牧志地内地震対策工事
●（汚水）未整備地区解消事業（首里石嶺町３丁目外）
●（雨水）識名地内雨水管路設置工事

主な建設改良工事

主な収益
下水道使用料
長期前受金戻入(※1)

40.5億円
8.8億円

主な費用
負担金(※4)
減価償却費(※3)

23.1億円
18.4億円

【下水道事業】

施工後施工前




